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2024年 6月 5日 
卒業生へのアンケート 

 
学⻑室 

 
 この調査は、2023年度秋学期に卒業した学生に対して実施したものである。実施期間、回答数につ
いては以下のとおりである。 

 
実施期間：2023年 10月 28日から 2024年 2月 28日 
回答数：352名 
回答率：66.2％(352÷532名) 
 
 
図 1 大学への満足度 

 
 
多くの学生が高千穂大学に満足したと回答している一方で、不満と感じている学生も一定数存在してい
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ることに注意が必要である。 
 
図 2 卒業学部への満足度 

 
 
 学部については、大学全体よりも満足度が高い。これは、学びたいことについて学生に提供できてい
るから、各ゼミ教員を通じた指導が行き届いているからであると考えられる。 
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以下は、複数選択で質問した内容となる。 
 
 
図 3 大学の授業など身につけた力 

 
 
 本学は専門教育を重視したカリキュラム体系である一方で、教養教育も充実させている結果が表れて
いる。他方で、ゼミナール教育を中心とした課題発見・解決能力やコミュニケーション能力、さらには
チームワーク力についても一定数の回答が得られた状態にある。 
 
 また、本学がさらに充実すべき項目として複数選択で回答してもらった結果が図４である。 
 
図 4 大学がさらに充実すべき点 

 
 
 時代背景が大きく変化する中で、教育の一層の充実が求められていることがうかがえる。これらの意
見をもとに教学において今後検討することが必要となる。 
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